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関西国際空港については、先の国土交通省成長戦略会議においても首都圏空港とならぶ、西日本、そしてわが国の航空需要を担う国際拠点空港とされたところです。この貴重なインフラを我が国の成長につなげていくためには、戦略的かつ総合的な取り組みが必要です。こうした観点から現在、財務構造の抜本改善に向けては関西国際空港・大阪国際（伊丹）空港の統合が検討され、関空への鉄道アクセスの改善等についても調査・検討がなされているところであります。
一方、連絡橋は、道路部分が国及び西日本高速道路㈱へ移管されたことに伴い、昨年４月２９日から通行料金が半額程度に引き下げられ、併せて、西日本高速道路㈱のご配慮により通勤・深夜割引である「移管特別割引」も実施されております。

このことにより、交通量の増加などの効果が発揮されており、国際貨物ハブ化をめざす関空にとっても大変喜ばしく感謝申し上げるところですが、「移管特別割引」については、来年３月末までの時限措置となっています。

地元といたしましては、この度の成長戦略に示された関空を２４時間活用可能という、その強みを活かした西の国際拠点空港にするとの方針を、より現実のものとするとともに、「移管特別割引」の効果を十分浸透させ、関空の活性化及び関西経済の持続的発展を通じて我が国の成長に寄与していくことが重要と考えております。つきましては、現在国において検討されている高速道路料金の見直し等を通じ、４月以降、「移管特別割引」にとどまらず、通行料金無料化を実現されるよう、格段のご配慮を強く要望いたします。
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